












AUTO-ID
トップランナーに聞く

1974年の創立から50年を超え、51年目の歩みを進めるアイメックス
株式会社。コンピュータに位置を指示するためのデバイス「ライトペン」の
時代から、光工学の技術を核に歩んできた同社は、バーコードの普及と
共にペン型スキャナーの専業メーカーとしての地位を確立してきました。

現在、二代目社長として舵取りを担う岡田幸紀氏は、自社開発の伝統を
尊重しつつ、外部リソースの活用やAI・ソフトウェア領域への進出など、
時代の要請に応じた柔軟な経営を続けています。

今回は、これまでの歩みと、岡田社長が大切にされている誠実な経営
哲学について、詳しくお話を伺いました。

岡田 幸紀 様
アイメックス株式会社

代表取締役社長

当社は1974年に、私の父が「メカノ株式会社」
として設立しました。当時はまだバーコードという
言葉が世の中にない時代で、スポット溶接機の露光
計や、レーザーを使って塵を検出するデバイスなど、
光を使ったデバイス開発がスタートでした。
私の父はもともと映画の技師をしていまして、小さい
頃から秋葉原でパーツを揃えてテレビを自作する
ような、いわば「元祖秋葉少年」のような技術者だっ
たんです。その技術の延長で、マウスやタッチパネルが
普及する前に、ブラウン管の走査線の光をペン先で
拾って画面上の位置を特定する「ライトペン」という
デバイスを作りました。これが当時普及を始めたパソ
コンのインターフェースに採用されたことで、当社に
とって大きな一歩となりました。

AUTO- ID業界に関わることになった
経緯は？

岡田

私は神奈川大学の工学部で工業経営を学んだ
後、キリンビールの子会社である「キリンエンジニア
リング株式会社」に就職しました。
家業を継ぐつもりはなく、飲料・食品プラントの設計
エンジニアとして働いていたんです。特に25歳の頃、
大手菓子メーカーの新工場立ち上げプロジェクトで、
ポテトチップス製造ラインの担当になった時のことは
今でも鮮明に覚えています。

岡田社長ご自身のキャリアと、入社までの
道のりをお聞かせください

岡田

はい。先端で光を拾ってAD変換してパルスを
出すという仕組みでしたが、NECさんのPC-8001
向けにOEM供給をしたり、日立さんなどの大手企業
に卸し始めたりと、ライトペンが当社として最初に
量産にたどり着いた製品でした。その後、1979年頃に
アメリカでバーコードが開発された際、この「光を
拾う技術」をバーコードスキャナーに応用できないかと
声をかけていただいたのが、AUTO-IDの世界に
入ったきっかけです。1979年に光学系の自社開発に
取り組み、1980年からペン型スキャナーとして形に
なりました。そこからペン型スキャナーの専業メー
カーとしての活動が始まりました。

そのライトペンが、御社の最初の量産品
になったのですね

岡田
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すると部長から「じゃあ岡田、お前が（所長
を）やれ」と言われ、25歳で現場所長を任されることに
なりました。朝8時の朝礼から始まり、ベテランの職
人さんやゼネコンの担当者をまとめ上げる日々は、
大きな度胸をつけるきっかけとなりました。
月の残業が200時間を超えることもありましたが、
やり遂げた経験は今の経営に生きています。ちょう
どそのプロジェクトが一段落した頃、1997年に父か
ら「そろそろ後継者を考えなきゃいけないから（アイ
メックスに）来るなら来い。来ないなら他を探す」と
言われ、28歳で当社に入社しました。父とは親子で
ありながら、技術的な考え方で何度もぶつかりまし
たが、ものづくりへの熱意については共通していた
ように思います。

25歳という若さで部長に直談判という
のは、驚きです

岡田

そうですね。ちょうど社長になって2年ほど
経った40歳くらいの頃、自分の中で大きな転換点が
ありました。それまでの私は、性格的にどちらかと
いうと「八方美人」なところがあったんです。あまり
人から悪く思われたくない、誰に対しても「いい人」
でいたいという思いが強く、それは社員に対しても
同じでした。経営者として会社を引っ張っていかなけ
ればならない立場でありながら、どこか社員の顔色を
伺っているような部分があり、リーダーシップを強く
発揮できているとは言い難い状態でした。
実はこれが、自分の中で非常に大きなストレスに
なっていたんです。

社長に就任されてから、ご自身の中で
変化はありましたか

岡田

私が入社した当時は、業界がペン型から
CCDやレーザーへとシフトしていく時期でした。

入社後、事業の進め方について違いは
ありましたか？

岡田

きっかけはプライベートな、飲み屋での出来事
でした。馴染みのバーのカウンターで飲んでいた時、
たまに居合わせる苦手な常連客がいたんです。
その人はいつも失礼な態度で、私は嫌だと思いなが
らも、空気を壊さないように無理をして愛想笑いを
浮かべ、話を合わせていました。ところがある日、
自分の中で何かが限界に達したというか、「何で私は
自分の大切な人生の時間を、こんな人のために浪費
しているんだろう」と、急に冷静になった瞬間があっ
たんです。その時、言葉には出しませんが、自分の中で
「ビシャっ」という音がするくらい鮮明にシャッターを
下ろしたんです。相手との心の扉を完全に閉ざし
ました。そうしたら、不思議なことに向こうも何も
言ってこなくなり、それ以来、驚くほど心が軽くなっ
たんですよ。

その「八方美人」な自分から、どのように
して変わられたのでしょうか？

岡田

はい。それからは「万人に好かれる必要はない。
嫌う人がいてもいい」とはっきり思えるようになりま
した。社員に対しても、嫌われることを恐れずに
「私がこの会社を引っ張っていく。文句があるなら
言え」という強いマインドを持つことができたんです。
それまでの、周囲に気を使って調整ばかりしていた
自分を捨て、リーダーとしての軸を一本通した。
そうした「いい人」であることを手放したことで、
かえって社内の運営がスムーズになり、精神的にも
非常に自由になれました。経営者には、時にそうした
「シャッターを下ろす」強さが必要なのだと、あの時に
学びましたね。

そのシャッターを下ろした経験が、経営にも
反映されたのですか？

岡田

当時の現場は非常に厳しい状態で、来週には試運転を
始めるというのに人の配置もスケジュールもなにも
決まっていないという状況でした。そこで、若手の仲間
たちと一緒に「このままでは試運転ができません」と
本社の部長に直談判しに行ったんです。
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何よりも「お客様からの信頼」です。それは特に
トラブルが起きた時の対応に現れると考えています。
かつて、あるキャリアの3G通信モジュールを組み込
んだ製品で、大規模な通信不具合が発生したことが
ありました。キャリア側は当初不具合を認めません
でしたが、私は「解明するまで逃げない」と決め、
解析機を自ら持ち込んで5ヶ月間にわたってデータを
取得し続けました。最終的にモジュール側のファーム
ウェアのバグであることを突き止め、その経緯を
すべてお客様に包み隠さず報告しました。この真摯な
対応を評価していただき、そのお客様からはその後
も継続してオーダーをいただけるようになりました。
どんなに厳しい状況でも、逃げずに誠実に向き合うこと
が、長く信頼される会社に繋がると実感しています。

社内には「すべてを自社で設計・製造してこそメー
カーだ」という強い職人気質がありましたが、市場の
スピードに合わせるには自社開発だけでは限界が
ありました。そこで、2008年頃から台湾メーカー
などと連携したODM生産を取り入れることにしま
した。当時の技術部長とは「自分たちで作るべきだ」と
激しく議論になりましたが、「お客様が必要なものを
最適なタイミングで届ける」ことを優先し、舵を切り
ました。現在では、自社開発の技術と外部のリソースを
柔軟に組み合わせる体制が当社の強みになって
います。父からも、38歳で社長を継ぐ際に「お前の
代なんだから好きにやれ」と言ってもらえたことが、
一つの後押しになりました。

長年の歩みの中で、特に大切にされている
信念は？

岡田

バーコードスキャナーは今や当たり前の道具と
なりましたが、今後AIや画像認識が普及すれば、
物理的なスキャナーが不要になる時代が来るかも
しれません。そうした変化を見据え、現在はハード
ウェアだけでなく、ソフトウェアやシステム領域での
サービス提供に力を入れています。例えば、廃棄物
処理とか、リサイクルなどで出てくるマテリアルの再生
利用を活性化させるためのプラットフォーム「GXク
ラウド」の開発や、発送伝票の住所不備を自動修正する
「配送伝票コンバーター」の提供など、お客様の
「困りごと」を解決するサブスクリプション型の事業を
展開するなどしています。AIの利活用にも積極的に
取り組んでおり、たとえば「配送伝票コンバーター」は、
フォーマット違いや記入間違いが混在するCSVの

これからの業界の展望と、新たな挑戦に
ついて教えてください

岡田

昨年6月に入社した26歳の息子が、社内の
デジタル化を一気に進めてくれました。これまで
ExcelやAccess、あるいはメールベースで行っていた
古い業務管理を、Slackやスプレッドシートでの
自動化へ移行しました。今ではAIにコードを書かせ、
「配送伝票コンバーター」のようなプログラムも非常に
短期間で作り上げています。若い世代の柔軟な発想と、
私たちの培ってきた経験を組み合わせることで、次の
時代を見据えた価値を提供していきたいと考えています。

若い世代の感性も、新たな原動力になっ
ているとお聞きしました

岡田

私自身、前述したとおり40歳の頃に「八方美人」
から脱却し、そこから一人の経営者としての軸を
持つことができました。これからはAIによって業務が
効率化され、時間はもっと自由に使えるようになる
はずです。その時間を、ぜひ自分の人間力を高める
ための勉強やアクションに使ってほしいと思います。
どんなに技術が進歩しても、最後は人と人との
コミュニケーションであり、信頼関係が重要になります。
自分の可能性を信じて、ぜひいろいろなことに挑戦
してください。

最後に、若手の方々へのメッセージを
お願いします

岡田

住所録データを、データクレンジングのうえヤマト
運輸さんや佐川急便さんなど各社仕様の異なる
システム向けにAIがデータを自動で各社の送り状
システムに適切なデータ形式へ変換するシステムで、
EC事業者の方々から非常に期待されています。

岡田 幸紀
おかだ  ゆきのり

アイメックス株式会社

趣味

TOP RUNNER PROFILE

ゴルフ、料理、ソロキャンプ

モットー 命までは取られない

略歴
神奈川大学工学部卒業後、キリンエンジニアリン
グ株式会社入社。1997年アイメックス株式会社
入社、2007年より現職

代表取締役社長
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2026年3月17日、JA ISA（東京・千代田区）で第1回
「RFID導入シミュレーションワークショップ」が開催され
ました。このワークショップは、RFIDの業務に携わる
JAISA会員企業の方々が、会社や業務の垣根を越えて、グ
ループワークで個々の知見やアイデアを共有し、仮想ユー
ザーに対してRFID導入を提案するものです。
ワークショップ開催の目的は、「主体性と提案力の向上を
目指す」として、問題分析と課題解決策をグループでまと
めること、また業界内の交流を促進し参加者の人脈づくり
に役立てていただくことです。

当日の参加者は14名・社。RFIDの業務経験（数ヵ月～5
年）や担当業務も営業、システム開発、購買、保守など、さ
まざまな部署の方々が参加しました。実施後のアンケート
では、他社の方々と共同作業が勉強になった、自身の業務
に役立つ、新人研修によい、など多くのご意見、ご感想を
いただきました。

今回のワークショップは、JAISA会員企業の有志で結成
する「未来をつなぐAUTO-IDプロジェクト」が企画・運営
したもので、当日のファシリテーターにはプロジェクトの
佐久間さん、オペレーターとして中野さん、加賀谷さんが
参加しました。皆様はいずれもRFIDのエキスパートです。

未来をつなぐAUTO-IDプロジェクト：自動認識市
場の持続的な発展・拡大を目的に、人材育成、イベ
ントの企画運営、展示会出展などを通じて自動認
識システムの魅力を発信しています。

未来をつなぐAUTO-IDプロジェクト レポート

仮想ユーザーの問題点を分析して、
グループワークで解決策を提案

R   F I D導入シミ レ シ ンョーュ
ワークショップ

ワークショップ会場JAISA会議室

RFID業界を考える（ワークショップテキスト）

メンバーのアイデアを付箋に
書いて、グループの施策を体
系的にまとめる（親和図法）

佐久間さん

NECプラット
フォームズ(株)

中野さん

大日本印刷(株)

加賀谷さん

TOPPAN(株)
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当日の流れR   F I D導入シミ レ シ ンョーュ ワークショップ

参加メンバーの知識や体験、アイデアを
持ち寄り、共有することで、1人では思い
つかない自分たちの解を生み出す活動

ワークショップとは？

・積極的に発言する
・静かな人にも声をかけ、考えを引き出す

ワークショップの心得

・他の人の言葉にもしっかり耳を傾ける
・一部の人だけ納得した状態はNG

知識、体験、考えをみんなで共有

業界全体の利益を見据えた視座

自社利益に固執せず、業界全体の発展を共通目
的とすることで、企業の垣根を超えた本質的な
課題抽出と連携を体験

現場の不便を深掘りする分析力

導入の障壁となる不便さや不具合を具体的に
洗い出し、背景にある真因を論理的に分析して
解決策を提案

実行を前提とした当事者意識

スキルアップを座学で終わらせず、自ら考えた
解決策を現場へ提案・実践するまでの道筋を描
き、主体性を養う

学ぶポイント

ワークショップの概要
・当日の進め方を説明

JAISAについて
・協会の概要を説明

・生体認証とは
・生体認証の仕組み
・いろいろな生体認証技術
・生体認証の応用事例
・生体認証に関わる標準化

バイオメトリクスチュートリアルセッション

・自己紹介/名前、会社、担当業務
・最近気になっていること、など

イントロダクション

・付箋1枚に漢字1文字を書く
・グループごとに数を競う

アイスブレイク

テーマ：RFID業界で問題と思うこと
グランドルールを意識して、なるべく具体的
に発言し、その内容をチームで発表します

ディスカッション

仮想ユーザーの現状(次頁/事例サンプル)から、
問題を分析し、課題設定を行い、具体的なアイデ
アを持って、導入提案を行います

事例に基づく課題解決提案

・ブレインストーミング
・親和図法

ユーザーの現状把握

・ペイオフマトリクス
施策の「実現性(難易度)」と「効果」の2軸で整理し、
取り組む課題を視覚的に決定する

導入のための優先度の決定

・サービスを一言で説明
・誰の？（ターゲットの設定）
・問題点（具体的な課題と状況、リスク）
・解決法（手段）
・技術的な課題
・ターゲットのベネフィット（導入効果）
カテゴリーに沿って、メンバーの意見（付箋）を貼り、
フラッシュアイデアシートを作成する

アイデアの具体化

グループの発表者が、アイデアシートを基に、導入施策
の経緯や解決策、導入効果をプレゼンする

グループ発表-講評

13:30～17:00

10分

30分

1分/人

10分

30分

80分

80分

40分

【コウ】と読む漢字
「好」「稿」「項」「候｣「校」
「高」「甲」「公」・・・

個人よりチームの方が
豊富な意見が出ること
を実感して本題に入る
ステップとして

＜グランドルール＞
・“リアル”を共有
（秘密は厳守）
・積極的に発言
・安全性（正解はない）
・楽しみながら学ぶ

主なコンテンツ

リラックスして楽しむ

平等、互いを尊重する

全員参加
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「ファッションワールド」という中堅の衣料量販店は、O年前にRFIDシステムを導入して全商品にRFタグを装着
し、入庫・棚卸・売上管理の自動化に成功していました。当初は、高い精度でリアルタイム在庫管理を実現し、競合
に先んじたIT活用を実践していましたが、最近では以下のような問題が顕在化し、RFIDシステムのリカバリーを
検討しています。

（記載内容はワークショップテキストを要約）

１）タグの破損による読取不良
タグの破損、落札、擦れなど・・・

２）いたずらによるダメージ
客が意図的にタグを剝がし・・・

３）イベント期間の商品対応遅延
システム処理が追い付かず・・・・

４）費用対効果の悪化
売上増加率の減少・・・
システムへの手入力増加・・・・

１）棚卸作業時間/月
RFID導入前200時間 → 50時間

２）タグの読取精度当初はO%→
現在はOO%まで低下

３）タグコスト：
年間OOO万円（商品10万点×OO円）

４）問題発生箇所
衣類O%、小物OO%、リサイクル品O%　・・・

R   F I D導入シミ レ シ ンョーュ ワークショップ

仮想
ユーザー
概要

発
生
し
て
い
る
事
象

R
F
I
D
業
務
デ
ー
タ

●RFID導入のテーマ：＜運用の見直しに向けたヒアリング＞
●導入するターゲット：タグの不具合で作業不可が増えている店舗スタッフ
●現状の問題点：システムの手入力による作業負荷の増加
●解決の手段：現地調査を行い、タグ読取不良の原因を解明する
①タグが問題の場合、レイアウト変更、QRコード付加、タグの再選定など。
②タグの装着位置や読取環境、読取機器の確認も必要。

●顧客ベネフィット：読取率向上で作業効率・費用対効果向上。

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
提
案

現場に入る、という視点が重要。自分の目で見る。ユーザーと一緒に汗を流すと、よい結果がついてき
ます。共通認識があれば、導入先の要望が汲み取りやすく作業も進みます。

●RFID導入のテーマ：＜タグの再選定＞
●導入するターゲット：読取不良で人件費や作業時間が嵩む部門の責任者
●現状の問題点：販売機会ロス（店舗内、在庫管理、商品移動など）
●解決の手段：①タグ選定、レジで定置式のほかQRも読めるリーダーの採用。

②リアルタイム在庫管理（常時棚卸システム）の導入
●顧客ベネフィット：作業負荷および販売機会ロスの軽減。監視強化。

B
グ
ル
ー
プ
の
提
案

常時棚卸ができると店舗運営の上で人と時間と商品を有効に活用・配置できますね。棚卸で実在庫
と合わないこと、ありますね。営業時間外にやるものだという固定観念もあり、興味深い着眼点です。

●RFID導入のテーマ：＜タグの入れ替え検討＞
●導入するターゲット：タグのいたずらで困っている部門
●現状の問題点：いたずらができてしまう環境、タグが破損する原因
●解決の手段：①商品ディスプレイ什器、売場レイアウトなどの検証。

②タグ装着方法・レイアウト・基材を検証し、加工する。ランドリータグを使う、
ボタンタグの採用などタグを再検討する。監視カメラの導入。

●顧客ベネフィット：いたずらの抑制、盗難防止、不良タグ減少で作業効率向上。

C
グ
ル
ー
プ
の
提
案

発想がおもしろいのは、外れるタグなら外せなくするというストレートなところ。タグひとつで改善点
はさまざま。そこからお客様や、店舗内など改善領域を広げる手法もありますね。

講評

講評

講評
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参加者の感想R   F I D導入シミ レ シ ンョーュ ワークショップ

吉 永 さ ん (株)デンソーウェーブ RFIDを使った棚卸や探索アプリの開発。

山 本 さ ん 大日本印刷(株) 電子ペーパービジネスの企画・開発、拡販。

山 田 さ ん (株)大和コンピューター ソフトウェアの設計・開発。

宮 村 さ ん オカベマーキングシステム(株) RFID導入支援。

溝 井 さ ん (株)宮川製作所 RFID持出管理システムとセキュリティキャビネットのご提案。

藤 田 さ ん ナクシス(株) RFID資材のリピート手配、仕入れ、見積依頼、新型発注。

名 取 さ ん (株)ナテック プラスチックカードメーカーの営業、その他RFIDの提案・販売。

千 葉 さ ん TOPPAN(株) RFIDの導入の販促業務。

田 山 さ ん (株)リコー 製造向けのDX,見える化、RFIDの提案。

熊 谷 さ ん 山京インテック(株) システム開発。

大 槻 さ ん リコージャパン(株) RFIDを中心とした販売業務。

大 谷 さ ん ジーエルソリューションズ(株) 新規・既存顧客へのHF帯リーダライタの販売。

大 久 保 さ ん (株)サトー RFID商談支援、サプライ・ハードの情報収集・整備。

秋 元 さ ん (株)日立ケーイーシステムズ RFID機器を含むZEBRA technologies製品の技術窓口。

ワークショップの開催にあたり事務局では、参加
申込いただいた順に、1社1名とし、グルーピング
は業務経験期間、業務内容などを考査しました。

参加者の動機は、＜RFID導入のポイントや進め
方を知りたい＞、＜導入後に想定される問題点の
対応策を知りたい＞、＜お客様に提案する経験は
まだないが、自分から発言をすることに挑戦した
い＞など、RFID導入に向けた実践的な興味と、ス
キルアップを目的とした方々が大半を占めました。
また、開催後日に行ったアンケート（回答10名）で
は、ワークショップの満足度について、全員が満足
または大変満足とあり、その理由として＜初めて

会った人と闊達な意見交換ができた＞などの感想
が多くありました。次回は誰かに参加を勧めたい
ですか？の問いに、全員が勧めたいとの回答でした。

RFID導入シミュレーションワークショップの参加者（五十音順）

アンケートの回答（抜粋）

楽しかったコンテンツは？

グループワーク(GW)　4名

アイスブレイク　3名

役に立つと思う理由について

親和図法など普段使っていないアイデアの組み立て方
が参考になった（同2名）

もう少し普段の業務を話す時間があれば今後仕事で
関わることができるかも

質疑応答　2名

ほか1名

改善点やご意見

新卒社員のためのワークショップに。

新しい市場への提案やアイデアを出し合う。

楽しかった理由について

GWでは実践に近いことが話題にな
り、知識や知見が拡がった（同3名）

問題に対する着眼点の違いがあり、
アイデア出しの幅が拡がった（同2名）

ワークショップは役に立った？

人脈づくりに役立つ　5名

業務に役立つ　4名

あまり役に立たない　1名

ワークショップに参加したみなさまと運営スタッフ
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